
1 ●商工連ながの R1.11月号

●外国人観光客を売上につなげるための工夫
	 　経営ワンポイントアドバイス
●有給休暇の時季指定義務について
	 　法律ワンポイントアドバイス
●サンガコーヒー
	 　御代田町商工会　この人に注目－Vol.120
●自然豊かな長野県最北端の村
	 　栄村商工会　ふるさと紹介－Vol.30
●共済PR

●商工会長会議／産業観光企業委員会との懇談会
●県青連　主張発表大会、全県研修会
●顧客ニーズを捉え、新たなサービスを提供する
　複合的な薬局を目指して
	 　スヤマ薬局信州池田あいそめ　中小企業の新たな事業活動

●農業・観光業の村からシクロクロスの先進地へ
　　南牧村商工会　商工会はいま－Vol.116

2019.11
VOL.378

長野県商工会連合会のホームページ・E-mail アドレス
http://www.nagano-sci.or.jp/
shokoren@nagano-sci.or.jp

　「羽衣崎」は、天竜川と遠山川が合流する
場所で、天竜川（全長213km）のちょうど中
間地点（106.5km）にあたります。秋の紅葉
とJR飯田線の組み合わせが人気の絶景スポッ
トとなっています。また春には新緑とブッポ
ウソウ※がラインナップに加わります。

天龍村商工会

※�ブッポウソウ…長野県の天然記念
物�。夏鳥として毎年５月初旬に、
天龍村に渡来します。
　����青緑色の羽根が美しい鳥です。

商工連ながの

写真提供　龍共印刷㈱

羽衣崎からのJR飯田線
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商
工
連
は
、
10
月
16
日（
水
）白
馬
村「
コ
ー
ト
ヤ
ー
ド
・
バ

イ
・
マ
リ
オ
ッ
ト
白
馬
」で
商
工
会
長
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
柏
木
会
長
か
ら
台
風
19
号
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々

に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

続
い
て
「
こ
の
た
び
長
野
県
か
ら
商
工
会
へ
、
来
年
度
補
助

金
の
算
定
基
礎
と
な
る
小
規
模
事
業
者
数
の
確
定
通
知
が
出

さ
れ
、
小
規
模
事
業
者
数
の
減
少
に
よ
る
商
工
会
の
来
年
度
県

補
助
金
の
減
額
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
商
工
連
と
し
て
は
、
現
状

維
持
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
県
と
鋭
意
交
渉
中
で
す
。

　

商
工
会
運
営
に
お
い
て
も
、
小
規
模
支
援
法
の
改
正
に
伴
う

経
営
発
達
支
援
計
画
の
申
請
方
法
変
更
や
、
事
業
継
続
力
強
化

支
援
計
画
が
新
た
に
事
業
と
し
て
追
加
さ
れ
る
な
ど
、
業
務
量

が
増
え
高
度
化
・
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
今
般
の
災
害

を
見
る
に
つ
け
、
事
業
継
続
力
強
化
支
援
計
画
の
重
要
性
に
改

め
て
気
付
か
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
」と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
商
工
会
運
営
や
経
営
改
善
普
及
事
業
へ
の
功
労
に
対

す
る
表
彰
が
行
わ
れ
、
関
東
経
済
産
業
局
長
表
彰
、
長
野
県
商

工
会
連
合
会
長
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
地
域
経
済
活

性
化
と
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
成
長
・
持
続
的
発
展
の

た
め
の
地
方
集
会
決
議
文
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
商
工
会
連
合
会
の
宮
本
専
務
理
事
よ
り
「
中
央
情
勢
に

つ
い
て
」
と
題
し
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
を
取
り
巻
く
現
状

や
新
し
い
動
き
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

長
野
経
済
研
究
所
の
小
澤
部
長
よ
り
「
最
近
の
県
内
経
済
情
勢

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
働
き
方
改
革
の
実
践
、
人
を
大
切
に

す
る
経
営
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

挨拶をする柏木会長

商
工
会
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め

～
商
工
会
長
会
議
開
催
～

　県内の産業振興を図るため、9月25日（水）に県
議会産業観光企業委員会（県議会常任委員会のひと
つ）と商工連正副会長の懇談会をホテル国際21で開
催しました。
　商工連からは（１）商工会の概況（２）商工会マ
スタープラン（３）最近の地域経済の動向（４）小
規模事業者支援法の改正について説明をしました。
　懇談会で、働き方改革、消費税増税、JPQR普及
事業、中小企業振興条例等について意見交換を行い
ました。
　現場の経営指導員による支援体制、上席専門経営
支援員による高度専門的な支援体制等の成果につい
て、認識を深めていただくことができました。

県内の産業振興を図る
－県議会産業観光企業委員会との懇談会－

県議会産業観光企業委員会と商工連との懇談会
－中央（起立）は依田明善委員長－
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県
青
連
は
７
月
26
日
（
金
）
長
野
市

「
ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
長
野
」に
お
い
て
、

青
年
部
員
91
名
の
参
加
に
よ
り
、
青
年

部
全
県
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

併
せ
て
開
催
し
た
主
張
発
表
大
会
で

は
、
県
下
４
地
区
の
代
表
、
臼
田
町
商

工
会
青
年
部
の
桜
井
宏
治
氏
、
富
士
見

町
商
工
会
青
年
部
の
眞
道
喬
弘
氏
、
池

田
町
商
工
会
青
年
部
の
帯
刀
弘
達
氏
、

野
沢
温
泉
商
工
会
青
年
部
の
河
野
今
朝

成
氏
が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
の

結
果
、
村
内
事
業
が
時
代
の
移
り
変
わ

り
と
と
も
に
変
化
し
て
き
て
い
る
様
子
、

事
業
承
継
に
つ
い
て
の
思
い
な
ど
を
発

表
し
た
野
沢
温
泉
商
工
会
青
年
部
の
河

野
今
朝
成
氏
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
河
野
今
朝
成

氏
は
、
９
月
11
日
開
催
の
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
千
葉
大
会
へ
長
野
県
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
会
青
年
部
全
県
研
修
会

で
は
、「
人
を
動
か
す
伝
わ
る
技
術
」

～
経
営
者
の
伝
達
力
が
組
織
を
変
え
る

～
と
題
し
て
、
感
動
創
造
ト
レ
ー
ナ
ー 

佐
藤
政
樹
氏
か
ら
、
い
か
に
相
手
に
言

葉
の
真
意
を
伝
え
て
い
く
か
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
講
師
自
身
の
劇
団
四
季

へ
の
所
属
経
験
の
中
で
感
じ
得
た
様
々

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も
語
ら
れ
ま
し
た
。

言
葉
の
意
識
を
磨
い
て
い
く
こ
と
が
、

人
を
動
か
す
こ
と
に
な
り
得
る
こ
と
を
、

講
師
が
様
々
な
方
法
で
表
現
し
な
が
ら

の
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
青
年
部
員
同
士
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
す
る
時
間
も
あ
り
、
受
講
者
は

熱
心
に
聴
講
し
て
い
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
に
河
野
今
朝
成
氏（
野
沢
温
泉
）!!

　

〜
主
張
発
表
大
会
〜

令
和
元
年
度�

商
工
会
青
年
部
全
県
研
修
会　

挨拶をする県青連 池田会長

熱心に受講する青年部員

最優秀賞を受賞した
河野今朝成氏

事業者・
従業員の
皆さま

「信州の地酒で乾杯」に
ご協力ください！

　県内の日本酒の酒蔵数は約80で全国第２位、ワイン用ブ
ドウの生産量も全国最多を誇り、ワイナリー数も急増する等、
長野県は酒の一大産地となっています。そんな信州の地酒
の消費を拡大し、地域の活性化につなげるため、｢信州の地
酒普及促進･乾杯条例｣を制定し、乾杯を呼び掛けています。

【お問合せ先】
　信州地酒で乾杯の日推進協議会  県庁産業労働部ものづくり振興課
　 日本酒・ワイン振興室 （電話 026-235-7126）（事務局）

様々な行事や宴席において、お酒を飲む際は、「信州の地酒」で乾
杯をお願いします。飲食店や旅館・ホテルを営む皆さまにおかれ
ましては、地酒の取り扱い・PRにご配意ください。

※	お酒は適正な量で、飲酒運転は絶対にしないよう、お願いします。

長
野
県
代
表 

河
野
氏 

最
優
秀
賞
！

～
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部 

主
張
発
表 

千
葉
大
会
～

　

去
る
９
月
11
日
（
水
）
に
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会

青
年
部
連
絡
協
議
会
令
和
元
年
度
千
葉
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
Ａ
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
行
わ
れ
た
主

張
発
表
で
、
長
野
県
代
表
の
河
野
今
朝
成
氏
が
見
事

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
河
野
氏

は
12
月
４
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
る
第
21
回
商
工
会

青
年
部
全
国
大
会
（
愛
知
大
会
）
に
出
場
し
ま
す
。
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　長野県内の事業場で働く全ての労働者に適用される「長野県最低賃金」が令和元年10月４日（金）
から時間額848円に改正されました。
　この機会に、ぜひ賃金の確認をしてみてください。
　また、賃金の引上げに向けた中小企業への助成金等支援制度がありますので、ご活用ください。

 最低賃金に関するお問い合わせは

最寄りの労働基準監督署　又は長野労働局 労働基準部 賃金室（電話026-223-0555）まで。

長野県最低賃金改正のお知らせ

　このたびの台風19号により被害を受けられました事業者様に対しまして、心から
お見舞いを申し上げるとともに、一日も早い復旧・復興を心よりお祈り申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和元年11月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長野県商工会連合会

謹んで台風災害のお見舞いを申し上げます

eLTAXのホームペー

ジから利用届出（新

規）を提出してくださ

い。(提出済の方は

不要）

P C d e s kなどの

eLTAX対応ソフト

ウェアから申告書

を作成・送信して

ください。

納付する税金の種

類や納付先などの

情報入力、または

CSVファイルの取り

込みを行います。

インターネットバンキ

ングまたはダイレク

ト納付を選ぶことが

できます。

取引金融機関のネッ

トバンキングや、事前に

登録した口座から引落

しされます。（即時また

は指定した日）

地方税共通納税システムとは？

全ての都道府県、市区町村へ、自宅や

職場のパソコンから電子納税ができる

仕組みです。

利用できる時間は？

土日祝日、年末年始を除く８時３０分

から２４時までご利用できます。       
※別途、休日に利用できる日があります。

地方税共通納税システムで

納税できる税金の種類は？

税金の種類は次のとおりです。

①法人都道府県民税、②法人事業税、

③地方法人特別税、④法人市町村民税

、⑤事業所税、⑥個人住民税（特別徴収

分、退職所得分）

取扱いできる金融機関は？

各銀行、信用金庫、信用組合など、多く

の金融機関でご利用いただけます。

（地方公共団体の指定する金融機関に限

りません。）

ダイレクト納付とは？

事前に登録した金融機関口座を指定し

て、直接税金を納付する方式です。

インターネットバンキングの契約が不要

で、代理人に依頼して納税することもで

きます。また、納付期日を指定する場合

にも便利です。

STEP 3 STEP 4 STEP 5STEP 1　 STEP 2

https://www.eltax.lta.go.jp/詳しくはeLTAXホームページをご覧ください。

Q

Q

Q

Q

Q

Q

A

A

A

電子納税した場合、

領収書は発行されますか？

紙の領収書は発行されませんが、納付

済の確認メッセージや納付履歴が画

面上で確認できます。

Q

A

A

A

A

よくあるご質問 ＆

利用届出　 納付方法選択 納付情報入力電子申告 納税▶�▶�▶ ▶�▶�▶告 ▶�▶�納力 �▶�▶��▶択 納

個人住民税（特別徴収分）は

毎月納める必要があるから

便利だね！

ご 利 用 方 法

地方税共通納税システムとは

もしも、人材不足のようでしたら、お近くのシルバー人材センターにご相談を‼
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納税者のみなさまに

朗報です！

共通納税システム

地方税

スタート！！

複
数
の地方公共団体へ一括して電子納税ができます

。

0円

手数料

無料！！

全地方

公共団体へ

電子納税
 ができます！！

電子納税で

納付事務の

負担軽減!!

ダイレクト
納付が

できます！！

金融機関

窓口等への

お出かけ

不要！！

詳 し く は ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。

https://www.eltax.lta.go.jp/ エルタックス 検索

2019年１０月
から
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当
社
は
平
成
９
年
に
開
業
し
た
長
野
県
北
安

曇
郡
池
田
町
で
唯
一
の
「
総
合
（
調
剤
の
み
で

な
い
）薬
局
」で
す
。
処
方
箋
調
剤
と
Ｏ
Ｔ
Ｃ（
一

般
用
医
薬
品
）
の
販
売
だ
け
で
な
く
、
薬
局
製

剤
の
製
造
販
売
も
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
町

北
安
曇
地
区
唯
一
の
医
薬
品
卸
売
業
と
配
置
販

売
業
の
許
可
を
持
つ
薬
局
で
、
あ
ら
ゆ
る
方
法

で
地
域
に
医
薬
品
供
給
が
出
来
る
体
制
を
整
え

て
あ
り
ま
す
。

　

健
康
保
険
制
度
の
適
正
化
に
向
け
医
療
業
界

環
境
の
激
変
が
始
ま
っ
て
お
り
、
医
療
費
の
抑

制
、
在
宅
医
療
の
拡
充
、
高
度
医
療
へ
の
対
応

が
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
医
療
の
Ｉ
Ｔ

化
が
進
ん
で
お
り
、
こ
の
流
れ
に
乗
り
遅
れ
た

薬
局
は
淘
汰
さ
れ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
内
に
は
調
剤
専
門
薬
局
が
７
店
舗
、
Ｏ
Ｔ

Ｃ
は
２
店
舗
あ
る
の
み
で
、
特
に
Ｏ
Ｔ
Ｃ
は
安

曇
野
市
等
へ
お
客
様
が
流
出
し
て
い
ま
す
。
処

方
箋
調
剤
で
は
、お
客
様
の
「
待
ち
時
間
短
縮
」

が
固
定
客
化
へ
の
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
医
療
保
険
か
ら
外
さ
れ
た
医
療
用

医
薬
品
に
は
、
代
替
の
Ｏ
Ｔ
Ｃ
の
説
明
販
売
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
在
宅
医
療
の
拡
充
に
よ
り
、

医
療
関
連
用
品
の
品
揃
え
も
要
求
さ
れ
ま
す
。

当
社
と
し
て
も
上
記
の
顧
客
ニ
ー
ズ
・
業
界
環

境
に
対
応
し
た
複
合
的
な
薬
局
づ
く
り
が
必
要

と
な
っ
て
お
り
、
お
客
様
へ
の
情
報
発
信
も
課

題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｏ
Ｔ
Ｃ
と
医
療
関
連
用
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、

レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
に
よ
る
品
揃
え
の
拡
充
を
図

り
、ネ
ッ
ト
予
約
シ
ス
テ
ム
「
ｅ
健
康
ネ
ッ
ト
」

を
昨
年
立
ち
上
げ
、
国
内
で
販
売
さ
れ
て
い
る

健
康
関
連
品
目
の
大
部
分
を
供
給
で
き
る
体
制

を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
自
己

健
康
管
理
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

も
開
始
し
ま
し
た
。

　

自
動
血
圧
計
・
体
重
計
・
岩
盤
浴
保
温
器
・

足
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
を
設
置
す
る
と
共
に
、
無
料

健
康
管
理
ア
プ
リ
（
万
歩
計
機
能
等
装
備
）
を

提
供
し
、
お
客
様
自
身
で
健
康
管
理
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
、
検
査
サ
ー
ビ

ス
を
充
実
さ
せ
、
店
舗
内
で
の
「
予
防
・
健
康

情
報
提
供
」

機
能
を
高
め

る
た
め
に
、

血
糖
値
測
定

器
・
体
成
分

（
筋
肉
量
・

体
脂
肪
量
・

体
水
分
・
タ

ン
パ
ク
質
・

ミ
ネ
ラ
ル
・

部
位
別
筋
肉
バ
ラ
ン
ス
）
測
定
器
・
骨
密
度
測

定
器
・
遠
赤
外
線
半
身
浴
器
を
設
置
し
、
健
康

管
理
（
体
温
維
持
・
筋
力
強
化
・
バ
ラ
ン
ス
感

覚 

等
）
指
導
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
健
康
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
も
っ
た
地
域
総
合
薬

局
」
を
当
社
の
基
本
方
針
と
し
て
定
め
、
患
者

の
高
齢
化
の
問
題
や
競
争
環
境
に
対
す
る
課
題

と
し
て
、
調
剤
業
務
の
効
率
化
や
患
者
様
が
服

薬
し
や
す
い
調
剤
方
法
の
工
夫
、
ま
た
、
介
護

施
設
内
患
者
の
需
要
開
拓
お
よ
び
介
護
施
設
へ

の
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
挙
げ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
ま
た
、

対
物
業
務
か
ら
対
人
業
務
へ
シ
フ
ト
の
た
め
、

全
自
動
錠
剤
・
散
薬
分
包
機
を
導
入
し
ま
し
た
。

対
物
業
務
（
調
剤
の
行
為
）
を
効
率
化
さ
せ
、

患
者
様
と
よ
り
向
き
合
う
時
間
を
確
保
し
、
薬

剤
師
と
し
て
の
専
門
的
な
相
談
を
行
っ
て
お
客

様
の
満
足
度
を
向
上
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

業
界
全
体
が
厳
し
い
「
淘
汰
の
時
代
」
を
迎

え
る
中
、
当
社
は
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

捉
え
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
が
ら
地

域
の
皆
さ
ま
の
健
康
維
持
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

スヤマ薬局  信州池田あいそめ　池田町商工会
北安曇郡池田町会染4831-4　TEL.0261-62-0208

中小企業の新たな事業活動

OTC（一般用）医薬品定番売り場

OTC（一般用）医薬品相談カウンター

顧客ニーズを捉え、
　　新たなサービスを提供する
　　　　複合的な薬局を目指して
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南
牧
村
は
長
野
県
の
東
端
に
位
置
し
、
野

辺
山
高
原
を
有
す
標
高
１
０
０
０
ｍ
か
ら

１
５
０
０
ｍ
の
高
低
差
の
激
し
い
地
域
か
ら

な
り
ま
す
。
高
原
野
菜
を
主
生
産
と
す
る
野

菜
畑
が
広
が
り
、
年
間
平
均
気
温
6.9
℃
と
低

く
、
冷
涼
な
気
候
を
生
か
し
て
高
原
野
菜
が

生
産
さ
れ
、
県
下
第
2
位
の
売
上
高
を
誇
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
野
辺
山
高
原
の
美
味
し

く
新
鮮
な
牛
乳
や
乳
製
品
は
有
名
ブ
ラ
ン
ド

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
野
辺
山
高
原
で
は
、

夏
季
は
県
内
有
数
の
避
暑
地
と

し
て
知
ら
れ
、
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
も
盛
ん

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら

冬
季
は
全
国
的
に
も
群
を
抜
く

“
極
寒
”
の
地
と
な
り
、
気
温

が
マ
イ
ナ
ス
20
度
と
な
る
日
も

あ
り
、
観
光
客
も
減
り
村
内
は

閑
散
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。
南

牧
村
の
商
工
業
者
に
と
っ
て
は

冬
季
の
村
内
へ
の
集
客
が
課
題

で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
課
題
を
打
開
す

る
た
め
、
平
成
22
年
11
月
に
南

牧
村
商
工
会
の
主
催
に
よ
る
、

「
野
辺
山
高
原
シ
ク
ロ
ク
ロ
ス

レ
ー
ス
大
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。「
シ
ク
ロ
ク
ロ
ス
」
と
い

う
競
技
は
聞
き
慣
れ
な
い
方
が

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

オ
フ
ロ
ー
ド
で
行
わ
れ
る
自
転
車
の
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
競
技
の
こ
と
で
す
。
参
加
選
手

は
１
周
2.5
㎞
～
3.5
㎞
の
コ
ー
ス
を
周
回
し
、

泥
道
を
駆
け
抜
け
た
り
、
自
転
車
を
担
い
で

障
害
物
を
越
え
た
り
し
な
が
ら
タ
イ
ム
を
競

う
自
転
車
レ
ー
ス
で
す
。
近
年
、
国
内
外
で

競
技
人
口
が
増
え
て
い
る
人
気
競
技
と
な
っ

て
い
ま
す
。
当
商
工
会
で
は
こ
の
レ
ー
ス
に

い
ち
早
く
着
目
し
、
長
野
県
「
地
域
発
元
気

づ
く
り
支
援
金
」
等
の
補
助
金
を
活
用
す
る

な
ど
年
々
開
催
規
模
を
大
き
く
し
、
今
年
で

記
念
す
べ
き
第
10
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す

（
開
催
日
：
令
和
元
年
11
月
23
日
（
土
）
開

催
場
所
：
野
辺
山
高
原　

滝
沢
牧
場
）。

　

今
や
「
野
辺
山
高
原
シ
ク
ロ
ク
ロ
ス
レ
ー

ス
大
会
」は
、国
際
自
転
車
競
技
連
合（
本
部
・

ス
イ
ス
）
が
定
め
る
3
つ
の
国
際
大
会
の
ク

ラ
ス
の
う
ち
、ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
次
ぐ
「
Ｕ

Ｃ
Ｉ
1
」
に
国
内
で
初
め
て
格
上
げ
さ
れ
た

国
際
大
会
へ
成
長
し
ま
し
た
。
参
加
選
手
の

年
間
順
位
に
反
映
す
る
ポ
イ
ン
ト
や
賞
金
総

額
も
増
え
、
現
在
で
は
国
内
の
ト
ッ
プ
選
手

に
と
っ
て
参
加
が
欠
か
せ
な
い
レ
ー
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
。
野
辺
山
高
原
は
日
本
で
は

“
シ
ク
ロ
ク
ロ
ス
の
先
進
地
”“
シ
ク
ロ
ク
ロ

ス
の
聖
地
”
な
ど
と
言
わ
れ
て
お
り
、
日
本

各
地
か
ら
関
係
者
が
野
辺
山
高
原
へ
視
察
に

訪
れ
て
い
ま
す
。

　

大
会
開
催
期
間
中
は
、
村
内
宿
泊
施
設
は

連
日
満
室
、
飲
食
店
や
小
売
店
等
も
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
す
。
国
際
的
に
も
認
知
さ
れ

て
い
る
レ
ー
ス
の
た
め
、
海
外
か
ら
参
加
す

る
選
手
も
い
ま
す
。
海
外
選
手
や
そ
の
家
族

は
村
内
で
の
滞
在
期
間
が
長
く
消
費
金
額
も

高
い
た
め
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
、
南
牧

村
や
野
辺
山
高
原
の
知
名
度
向
上
に
も
貢
献

で
き
て
い
る
大
会
へ
と
成
長
し
て
い
る
と
言

え
ま
す
。
是
非
一
度
迫
力
あ
る
「
野
辺
山
高

原
シ
ク
ロ
ク
ロ
ス
レ
ー
ス
大
会
」
を
観
戦
し

に
来
て
み
て
く
だ
さ
い
！
（
観
客
も
泥
だ
ら

け
に
な
り
ま
す
の
で
あ
し
か
ら
ず
）

 
商
工
会
は
い
ま
─
Vol.116

東信

～
農
業
・
観
光
業
の
村
か
ら

シ
ク
ロ
ク
ロ
ス
の
先
進
地
へ
～
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1
．
は
じ
め
に

　

 　

現
在
日
本
に
は
多
く
の
外
国
人
観
光
客
が
訪
れ

て
い
る
。
外
国
人
観
光
客
に
と
っ
て
、
食
や
買
い

物
は
日
本
旅
行
の
重
要
な
楽
し
み
で
あ
る
。
そ
こ

で
飲
食
店
や
商
店
に
お
い
て
外
国
人
観
光
客
を
売

上
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
た
め
の
施
策
を
考
え
て
み

た
い
。
ポ
イ
ン
ト
は
外
国
人
観
光
客
に
「
教
え
」、

店
側
の
意
図
す
る
方
向
に「
導
く
」こ
と
で
あ
る
。

2
．
外
国
人
観
光
客
に
対
す
る
誤
解

　

 　

外
国
人
観
光
客
に
つ
い
て
、
多
く
の
店
主
か
ら

「
外
国
人
観
光
客
は
困
る
、難
し
い
、面
倒
く
さ
い
」

と
い
う
意
見
を
聞
く
こ
と
が
多
い
。
そ
の
原
因
を

ま
と
め
る
と
表
1
の
通
り
で
あ
る
。

　

 

　

 　

し
か
し
外
国
人
観
光
客
の
意
見
を
聞
い
て
み
る

と
、
実
は
店
主
が
考
え
て
い
る
こ
と
と
は
隔
た
り

が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
筆
者
が
長
野
県
内
の
外
国

人
観
光
客
に
対
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
結
果

を
ま
と
め
る
と
表
2
の
通
り
で
あ
る
。
表
1
と
対

比
さ
せ
て
ほ
し
い
。

 　

 　

つ
ま
り
外
国
人
観
光
客
を
店
側
の
意
図
で
「
教

え
、
導
く
」こ
と
に
よ
り
、
彼
ら
の
興
味
を
喚
起
し
、

「
食
べ
た
い
、
欲
し
い
」と
思
わ
せ
る
た
め
の
対
策

が
大
切
な
の
で
あ
る
。
無
理
に
店
員
が
外
国
語
で

話
す
必
要
も
な
い
し
、
特
別
な
こ
と
を
や
る
必
要

も
な
い
。
外
国
人
観
光
客
が
正
し
く
判
断
し
て
行

動
で
き
る
よ
う
に
情
報
を
提
供
し
、
こ
ち
ら
側
の

意
図
を
伝
え
て
あ
げ
れ
ば
良
い
の
で
あ
る
。
あ
と

は
外
国
人
観
光
客
が
判
断
し
て
く
れ
る
。

3
．
外
国
人
観
光
客
の
満
足
度
向
上
の
た
め
の
対
策

　

 　

そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
外
国
人
観
光
客
に
対
し

て
ど
の
よ
う
に
情
報
を
提
供
し
、「
教
え
、
導
い

て
あ
げ
る
」の
か
を
紹
介
す
る
。

　
（
1
）飲
食
店
の
ケ
ー
ス

　
　

 　

飲
食
店
の
場
合
は
、
外
国
人
用
の
メ
ニ
ュ
ー

を
作
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
場
合
も
日

本
語
メ
ニ
ュ
ー
を
外
国
語
に
訳
す
だ
け
で
は
な

く
、
次
の
よ
う
な
工
夫
を
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

　
　

① 　

店
内
の
マ
ナ
ー
を
イ
ラ
ス
ト
で
、
外
国
人

用
メ
ニ
ュ
ー
の
表
紙
や
店
内
に
表
示
す
る
。

　
　

② 　

店
側
が
外
国
人
観
光
客
に
勧
め
た
い
も
の

に
絞
り
込
ん
で
メ
ニ
ュ
ー
に
掲
載
す
る
。

　
　

③ 　

セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
に
し
て
、
選
択
す
る
際

の
面
倒
を
減
ら

し
、
客
単
価
を

維
持
す
る
。

　
　

④ 　

写
真
中
心
で
、

話
を
し
な
く
て

も
注
文
で
き
る

メ
ニ
ュ
ー
に
す

る
。

�　
（
2
）商
店
の
ケ
ー
ス

　
　

 　

商
店
の
場
合
、
外
国
人
観
光
客
の
国
籍
に

よ
っ
て
求
め
る
も
の
が
異
な
る
こ
と
に
も
注
意

す
る
。
土
産
品
に
食
べ
物
を
購
入
す
る
の
は
ア

ジ
ア
系
に
多
い
。
欧
米
系
は
民
芸
品
な
ど
日
本

文
化
を
感
じ
ら
れ
る
も
の
を
好
む
傾
向
が
あ
る
。

ま
た
試
供
品
や
試
食
品
は
小
分
け
に
し
て
提
供

す
る
こ
と
で
、「
食
べ
す
ぎ
・
使
い
す
ぎ
」を
防

止
し
、
触
っ
て
も
良
い
も
の
を
用
意
す
る
こ
と

で
気
楽
に
体
験
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
。

　
　

① 　

店
内
で「
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
」を
イ

ラ
ス
ト
で
表
示
す
る
。

　
　

② 　

試
供
品
・
試
食
品
を
小
分
け
に
し
て
用
意

し
て
、
ま
ず
は
体
験
し
て
も
ら
う
。

　
　

③ 　

触
っ
て
も
良
い
も
の
を
用
意
し
て
お
く
。

　
　

④ 　

商
品
の
特
徴
と
と
も
に
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
を
紹
介
す
る
。

4
．
こ
れ
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
業
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

　

 　

今
後
は
大
都
市
圏
に
限
ら
ず
、
様
々
な
地
域
に

外
国
人
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は

地
域
の
飲
食
店
・
商
店
に
と
っ
て
は
大
き
な
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
外
国
人
観
光
客
を
売
上

に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
、
外
国
人
観
光
客
の
ス
ト

レ
ス
を
減
ら
す
た
め
の
工
夫
が
重
要
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
特
別
な
こ
と
を
す
る
必
要
は
な
い
。

外
国
人
観
光
客
が
見
て
正
し
く
判
断
し
、
行
動
で

き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

今
や
観
光
客
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
を
や
り
取
り
す
る

時
代
で
あ
る
。
こ
の「
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
」な
体
験

は
、
彼
ら
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
投
稿
と
な
り
口
コ
ミ
に

つ
な
が
る
可
能
性
も
大
い
に
あ
る
と
考
え
る
。

経 外国人観光客を売上につなげるため
の工夫  ～外国人観光客に「教え」、

「導く」簡単ツールの活用～

｜経｜営｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

文教大学国際学部国際観光学科
教授
那須　一貴

表
1　

外
国
人
観
光
客
に
対
す
る
誤
解

１
．
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
。

２
．
外
国
語
で
接
客
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３ 

．
見
る
だ
け
で
買
わ
な
い
、
最
低
限
の
出
費

に
終
わ
る
。

表
2　

外
国
人
観
光
客
の
意
見

１
．
飲
食
店
や
お
店
で
の
マ
ナ
ー
が
解
ら
な
い
。

２
．
最
低
限
の
案
内
や
説
明
で
十
分
で
あ
る
。

３ 

．
解
ら
な
い
か
ら
買
わ
な
い
、
頼
ま
な
い
。

�店内に表示するイラストの例
（ピクトグラム）



9 ●商工連ながの R1.11月号

有給休暇の
時季指定義務について

｜法｜律｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

法社会保険労務士法人アンカー
代表社員
山本　亨

　

働
き
方
改
革
関
連
法
が
今
年
の
４
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
５
日
間
の
有
給
休
暇
の
時
季
指
定
義
務
で
頭

を
悩
ま
せ
て
い
る
経
営
者
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？  

マ
ス
コ
ミ
で
は
罰
金
の
話
（
有
給
休

暇
を
取
得
さ
せ
な
い
と
１
人
あ
た
り
30
万
円
の
罰
金

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
１
社
あ
た
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
30
万
円
×
人
数
と
な
り
ま
す
）
が
先
行
し
て

い
た
の
で
、
経
営
者
の
方
々
も
戦
々

恐
々
と
し
て
、
有
給
休
暇
対
策
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

５
日
間
の
有
給
休
暇
の
時
季
指
定

義
務
は
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
方

で
あ
っ
て
も
、
10
日
以
上
付
与
さ
れ

る
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
す
。
週
４

日
勤
務
の
場
合
、
３
年
６
ヵ
月
勤
務

す
る
と
10
日
付
与
、
週
３
日
勤
務
の

場
合
、
５
年
６
ヵ
月
勤
務
す
る
と
10

日
付
与
さ
れ
ま
す
の
で
、
対
象
に
な

り
ま
す
。（
※
下
の
表
参
照
）

　

時
間
給
で
働
い
て
い
る
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
が
、
有
給
休
暇
を
取
得

し
た
場
合
は
、
休
ん
だ
時
間
分
の
賃

金
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
有

給
休
暇
を
取
得
し
た
日
の
賃
金
は
、

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に

よ
り
計
算
し
ま
す
（
就
業
規
則
・
労

使
協
定
等
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
定

め
に
よ
り
ま
す
）。

※ 

１
日
の
労
働
時
間
が
一
定
で
な
い
場
合

は
①
の
方
法
、
一
定
し
て
い
る
場
合
は
②

の
方
法
を
と
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
有
給
休
暇
を
ど
こ
で
消
化
す
る
か
で

す
が
、
年
間
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
す
る
際
に
相
談
を

受
け
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
年
間
の
所
定
労

働
日
を
５
日
間
増
や
し
て
、
そ
の
５
日
間
で
有
給

休
暇
を
取
得
し
て
も
ら
お
う
と
考
え
た
企
業
が
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
不
利
益
変
更
に
な
り
ま
す
。
人

手
不
足
の
会
社
は
少
し
で
も
稼
働
日
数
を
減
ら
し
た

く
な
い
の
は
分
か
り
ま
す
が
、
ご
注
意
願
い
ま
す
。

　

私
は
ど
う
せ
５
日
間
休
む
の
で
あ
れ
ば
、
連
続
５

日
間
に
し
て
は
ど
う
か
と
企
業
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

「
そ
ん
な
の
無
理
！
」と
思
う
経
営
者
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
が
、
会
社
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

１
．  

休
ん
で
い
る
人
の
代
わ
り
に
誰
か
が
そ
の
業
務

を
担
当
す
る
の
で
、
仕
事
の
平

準
化
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
、
多
能

工
化
が
で
き
る
。
他
の
人
が
対

応
す
る
こ
と
に
よ
り
仕
事
の
ブ

ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
が
防
げ
ま

す
。

２
．  

リ
ス
ク
対
応
に
な
る
。
有
給
休

暇
で
な
く
て
も
、
本
人
が
緊
急

入
院
や
事
故
に
あ
っ
た
場
合
で

も
、
他
の
人
が
対
応
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
で
、
会
社
と
し
て

も
リ
ス
ク
分
散
が
可
能
に
な
る
。

３
．  

求
人
募
集
欄
に
「
５
連
休
制
度

有
り
」
と
記
載
す
る
こ
と
が
で

き
、
お
金
よ
り
も
時
間
や
休
日

を
重
視
す
る
若
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
に

な
り
ま
す
。

　

最
後
に
休
暇
に
関
す
る
事
項
は
、

就
業
規
則
の
絶
対
的
必
要
記
載
事
項

で
あ
る
た
め
、
就
業
規
則
へ
の
記
載

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
記
載
で
き
て

い
な
い
企
業
は
、
取
り
組
む
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
！

①　平均賃金
　　　過去３カ月間における１日あたりの賃金
②　通常の賃金
　　 　雇用契約書において定めた所定労働時間労働した場合に支払われる通常

の賃金 （一般的に月給者に適用）
③　標準報酬日額
　　 　被保険者の社会保険料決定の基礎となる標準報酬月額の30分の１に相当

する額 （月々の給与額が変動する歩合給のケース等に適用）

①の平均賃金により計算する場合は、次のＡＢを比較して高い方をとります。
Ａ：過去３カ月間の賃金の合計　÷　過去３カ月間の暦日数　
　　※暦日数：土、日、祝日を含めたカレンダーの日数
Ｂ：過去３カ月間の賃金の合計　÷　過去３カ月間の労働日数　×　0.6
　　※労働日数：暦日数のうち労働した日数

週所定
労働日数

1年間の所定
労働日数

勤続年数

6カ月 1年
6カ月

2年
6カ月

3年
6カ月

4年
6カ月

5年
6カ月

6年
6カ月超

４日 169日から
216日まで ７日 ８日 ９日 10日 12日 13日 15日

３日 121日から
168日まで ５日 ６日 ６日 ８日 ９日 10日 11日

２日 73日から
120日まで ３日 ４日 ４日 ５日 ６日 ６日 ７日

１日 48日から
72日まで １日 ２日 ２日 ２日 ３日 ３日 ３日

※有給休暇の比例付与の表
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「
美
味
し
い
ト
マ
ト
が
作
り
た
い
」
が
夢

だ
っ
た
青
年
が
、
何
故
か
「
美
味
し
い
珈

琲
豆
を
焼
き
た
い
」
と
日
々
淡
々
と
釜
に

向
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
青
年
の
名
前
は

北
田
智
志
君
。
私
、
尾
台
羊
一
が
経
営
す

る
「
サ
ン
ガ
コ
ー
ヒ
ー
」
で
「
焙
煎
士
」

を
つ
と
め
て
い
ま
す
。

　

大
学
を
卒
業
後
、
野
菜
農
家
を
目
指
し

て
単
身
御
代
田
に
。
レ
タ
ス
と
闘
う
日
々
。

真
っ
黒
に
日
焼
け
し
た
青
年
が
迷
い
や
ら

夢
や
ら
を
沢
山
抱
え
て
我
が
珈
琲
焙
煎
店

を
訪
れ
た
の
が
八
年
前
。

　

有
機
農
法
の
我
が
家
の
畑
が
見
た
い
と

の
こ
と
。
農
業
の
話
に
花
が
咲
く
。

　

そ
の
一
年
半
後
晴
れ
て
我
が
家
の
一
員

に
…
。
娘
と
も
相
談
の
上
、
農
業
だ
け
で

食
べ
て
い
く
の
に
は
ま
だ
経
験
不
足
と
、

珈
琲
豆
の
焙
煎
を
手
伝
い
な
が
ら
の
就
農

を
提
案
。

　

め
で
た
く
子
宝
に
も
恵
ま
れ
、
畑
に
店

に
父
親
業
に
大
忙
し
。
翌
々
年
に
は
何
と

双
子
ま
で
誕
生
。

　

淡
々
と
作
業
に
打
ち
込
む
青
年
は
「
や

り
た
い
こ
と
」
と
「
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い

こ
と
」
に
追
わ
れ
て
本
当
に
忙
し
い
日
々
。

　

珈
琲
豆
は
諏
訪
で
個
人
輸
入
し
て
い
る

方
か
ら
分
け
て
頂
き
、
5
キ
ロ
釜
で
丁
寧

に
焙
煎
し
ま
す
。

　

パ
チ
パ
チ
と
音
を
立
て
な
が
ら
ふ
っ
く

ら
と
焼
き
あ
が
っ
た
豆

は
香
ば
し
い
香
り
と
甘

い
香
り
を
辺
り
に
広
げ

ま
す
。
手
で
触
っ
て
ざ

ら
つ
き
の
あ
る
豆
は
ま

た
改
め
て
は
じ
き
出
し

ま
す
。
こ
れ
が
一
層
美

味
し
い
珈
琲
豆
に
仕
上

げ
る
一
工
夫
。

　

お
店
の
名
前
は
、「
サ

ン
ガ
」
で
す
。
仏
教
の

言
葉
で
「
志
、
同
じ
く

す
る
者
が
集
い
学
ぶ

場
」
と
解
釈
し
て
い
ま

す
。
し
っ
か
り
し
た
豆

を
き
ち
ん
と
焙
煎
し
て
、

新
鮮
な
う
ち
に
挽
き
、
ゆ
っ
た
り
と
淹
れ
、

お
気
に
入
り
の
カ
ッ
プ
と
音
楽
で
飲
め
ば

益
々
美
味
し
い
珈
琲
。

　

忙
し
い
毎
日
に
、
珈
琲
を
挽
い
て
、
淹

れ
て
、
飲
む
と
い
う
さ
さ
や
か
な
ぜ
い
た

く
な
時
間
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

心
を
込
め
て
焼
き
上
げ
て
い
ま
す
。

　

神
様
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
か
、
商
工
会

の
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
を
利
用

さ
せ
て
頂
き
、
昨
年
末
に
〈
信
州
を
駆
け

ま
わ
る
モ
バ
イ
ル
カ
フ
ェ
〉
と
銘
打
っ
た

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。「
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ａ
」
の
看
板
が
町
を
走
り

抜
け
ま
す
。
お
陰
様
で
、
各
地
で
催
さ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
に
も
さ
っ
そ
う
と
出
か
け
、

子
供
達
に
も
大
人
気
。
新
し
い
お
客
様
の

獲
得
に
や
る
気
も
一
層
。

手
続
き
を
丁
寧
に
指
導

し
て
下
さ
っ
た
御
代
田

町
商
工
会
の
事
務
局
に

は
本
当
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

お
店
に
集
ま
っ
て
く

る
お
客
様
た
ち
は
、
地

元
の
仲
間
た
ち
は
も
と

よ
り
、
軽
井
沢
の
隣
町

と
い
う
地
の
利
で
都
市

部
か
ら
の
移
住
者
が
多

く
、
珈
琲
の
知
識
も
私

達
よ
り
は
る
か
に
深
く
、

お
客
様
か
ら
教
わ
る
こ

と
の
な
ん
と
多
い
こ
と

か
。
一
年
に
一
度
必
ず
来
店
し
て

下
さ
る
別
荘
の
方
々
も
。
沢
山
あ

る
珈
琲
焙
煎
店
の
中
か
ら
当
店
の

よ
う
な
本
当
に
小
さ
な
焙
煎
所
を

よ
く
ぞ
見
つ
け
出
し
て
く
だ
さ
っ

た
と
感
謝
至
極
。

　

皆
様
に
お
返
し
で
き
る
こ
と
は
、

「
た
だ
た
だ
生
真
面
目
に
丁
寧
に
豆

と
向
き
合
う
こ
と
」
と
、
こ
の
青

年
は
心
に
決
め
た
よ
う
だ
。
今
日

も
人
知
れ
ず
釜
の
具
合
を
調
整
し
、

ピ
カ
ピ
カ
に
磨
き
上
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
「
サ
ン
ガ
コ
ー
ヒ
ー
」

に
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。
試
飲
は
何
杯
何
種
類

で
も
。
お
好
み
の
豆
に
出
会
え
る

ま
で
お
付
き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
と
び
っ
き
り
の
笑
顔
で

お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

（
店
主  

尾
台
羊
一 

記
）

「この人に注目」をシリーズで毎号掲載しています。商工会地域内で頑張っておられる方をご紹介ください。

注目 Vol.120

この　に人
サンガコーヒー

焙煎士　北田　智志さん
御代田町商工会焙煎士　北田智志さん

サンガコーヒー 住所／北佐久郡御代田町大字御代田 1972-1　TEL／ 0267-32-6718 信州をかけまわるモバイルカフェ
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現
在
の
栄
村
は
、
昭
和
31
年
9
月
に
下
高

井
郡
堺
村
と
下
水
内
郡
水
内
村
が
合
併
発
足

し
た
村
で
す
。
人
口
は
１
８
０
０
人
ほ
ど
で
、

長
野
県
の
最
北
端
に
位
置
し
、
東
西
19
・
１

㎞
、
南
北
33
・
７
㎞
、
周
囲
１
０
６
㎞
に
お

よ
び
、
２
７
１
・
66
㎢
の
広
大
な
面
積
を
有

し
て
お
り
、
そ
の
92
・
８
％
を
山
林
原
野
が

占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
部
を
千
曲
川
が

東
西
に
横
断
し
、
南
部
は
鳥と
り
か
ぶ
と
や
ま

甲
山
、
苗な
え
ば
さ
ん

場
山

を
中
心
に
２
０
０
０
ｍ
級
の
山
々
が
連
な
る

山
岳
地
帯
で
す
。
日

本
海
型
の
気
候
に
よ

り
全
国
で
も
有
数
の

豪
雪
地
帯
で
、
こ
れ

ま
で
の
記
録
で
は
昭

和
20
年
2
月
12
日
に

観
測
史
上
最
高
の
7

ｍ
85
㎝
を
記
録
し
て

い
ま
す
。

　

栄
村
に
は
観
光
名

所
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。

　

秋あ
き
や
ま
ご
う

山
郷
は
苗
場
山

と
鳥
甲
山
に
挟
ま
れ

た
細
長
い
道
筋
、
国

道
４
０
５
号
沿
い
に

点
在
す
る
12
の
集
落

の
総
称
で
す
。
秋
山

郷
は
江
戸
時
代
の
文

人
、
鈴す

ず
き
ぼ
く
し

木
牧
之
が
著

し
た「
秋
山
記
行
」で
紹
介
さ
れ
全
国
に
知
ら

れ
ま
し
た
。

　

秋
山
郷
に
は
泉
質
の
異
な
る
天
然
温
泉
が

湧
い
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
温
泉

と
な
っ
て
い
ま
す
。
天
候
に
よ
り
無
色
透
明

か
ら
乳
白
色
、
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
に
湯

の
色
が
変
化
す
る
「
屋
敷
温
泉
」、
鉄
分
を
多

く
含
ん
だ
赤
褐
色
の
湯
「
小
赤
沢
温
泉
」、
鳥

甲
山
の
絶
景
露
天
風
呂
「
上
野
原
温
泉
」、
川

か
ら
温
泉
が
湧
き
出
し
、
川
底
を
掘
っ
て
自

分
だ
け
の
露
天
風
呂
が
楽
し
め
る
「
切
明
温

泉
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

秋
山
郷
の
山
々
の
中
で
も
苗
場
山
は
日
本

百
名
山
、
鳥
甲
山
、
佐さ

ぶ
り
ゅ
う
や
ま

武
流
山
は
二
百
名
山

に
も
選
ば
れ
た
こ
と
か
ら
多
く
の
登
山
客
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

秋
山
郷
を
訪
れ
る
に
は
、
無
雪
期
（
６
月

か
ら
11
月
）
で
は
、
津
南
町
方
面
か
ら
入
る

ル
ー
ト
と
志
賀
高
原（
野
沢
温
泉
村
）方
面
か

ら
入
る
ル
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。
有
雪
期
（
11

月
中
旬
か
ら
５
月
末
）
に
は
山
岳
地
帯
は
雪

で
交
通
が
遮
断
さ
れ
る
た
め
、
津
南
方
面
か

ら
の
み
の
ル
ー
ト
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
12
月
に
苗
場
山
麓
が
ジ
オ
パ
ー

ク
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
苗
場
山
麓
の

北
西
に
位
置
す
る
こ
の
地
域
は
、
火
山
活
動
、

海
岸
段
丘
の
隆
起
と
浸
食
、
断
層
の
活
動
、

さ
ら
に
は
山
体
崩
落
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
形

が
形
づ
く
ら
れ
ま
し
た
。
３
０
０
万
年
前
の

古
日
本
海
底
堆
積
物
に
は
、
カ
キ
な
ど
の
二

枚
貝
の
化
石
が
含
ま
れ
、
さ
ら
に
は

１
１
０
万
年
前
の
地
層
か
ら
は
古
型
マ
ン
モ

ス
の
臼
歯
化
石
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
直

線
距
離
25
㎞
で
標
高
の
異
な
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
地
勢
環
境
が
広
が
り
ま
す
。
雪
な
ど
の

気
象
と
深
く
関
わ
り
風
穴
か
ら
吹
き
出
す
冷

風
は
、
氷
河
時
代
か
ら
繁
茂
し
て
い
た
希
少

植
物
群
落
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　

さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
は
豪
雪
地
帯
と

あ
っ
て
雪
が
と
て
も
多
い
ス
キ
ー
場
で
す
。

リ
フ
ト
3
本
、
コ
ー
ス
8
本
と
小
振
り
な
ス

キ
ー
場
で
す
が
、
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で

楽
し
め
る
コ
ー
ス
で
す
。
平
日
は
極
力
非
圧

雪
で
良
質
な
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
が
楽
し
め
る

ス
キ
ー
場
と
し
て
、
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
好
き

に
は
人
気
を
誇
る
ス
キ
ー
場
で
す
。

　

栄
村
に
は
貴
重
な
自
然
や
史
跡
が
数
多
く

存
在
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
栄
村
で
日
本
の
自

然
の
恵
み
を
た
っ
ぷ
り
と
味
わ
っ
て
く
だ
さ

い
。

自
然
豊
か
な

　
　
長
野
県
最
北
端
の
村

Vol.30
栄村商工会

さかえ俱楽部スキー場

秋山郷の夫婦滝
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商工連ながの R1.11月号● 12

商工会・都道府県商工会連合会・全国商工会連合会

友人同士で遊んでいる最中
に、あやまって通行人にケガを
させてしまった！

※保険の対象となる方またはそのご家族が、補償内容が同様の保険契約を他にご契約されているときには、補償が重複することがあります。ご加入にあたっては補償内容を十分ご確認ください。
※保険金をお支払いする主な場合、保険金をお支払いしない主な場合については、パンフレットの「補償のあらまし」をご確認ください。
※「個人賠償」の補償、「熱中症」の補償は傷害ライトプラン、シニア傷害プランには付帯されません。
※個人賠償責任保険について、国内での事故（訴訟が国外の裁判所に提起された場合等を除きます。）に限り、示談交渉は原則として東京海上日動火災保険株式会社が行います。
※個人賠償責任保険は東京海上日動火災保険株式会社（引受保険会社）が補償する「総合生活保険（個人賠償責任補償）」です。

この広告は、福祉共済「傷害プラン」の熱中症の補償と個人賠償責任保険（「総合生活保険（個人賠償責任補償）」）の概要を紹介したものです。
ご加入にあたっては必ず「重要事項説明」をよくお読みください。ご不明な点がありましたら、商工会までお問い合わせください。

最高2億円まで補償
（国外は1億円限度） 

商工会の福祉共済「傷害
プラン」に

2,000円、3,000円、4,000円コース

熱中症の補償を新設!!
商工会会員の
皆さまへ

安心補償の
お知らせ！！

2019年9月作成　19-TC03375

自転車を運転中、あやまって
他人と接触してケガをさせて
しまった！

東京都千代田区三番町6-4　TEL.03-3515-4147〈引受保険会社〉東京海上日動火災保険株式会社 ［担当課］広域法人部 法人第一課

猛暑の中、工事現場作業中
に熱中症になってしまった。

猛暑の中、スポーツをしてい
たら熱中症になってしまった。

急激かつ外来による日射または熱射により
身体に障害を被ったことをいいます。

●例えば、このような熱中症になったとき

猛暑の中、家にいたら
熱中症になってしまった。

小学校での遠足中に
熱中症になってしまった。

日常生活における様々な
法律上の賠償事故を補償します!

●例えば、このような事故が起きたとき

飼い犬が散歩中に他人に
噛みつきケガをさせてしまった！

他人から借りたギターをあやまって
壊してしまった！

日常生活や業務中に

熱中症になったときに補償

熱中症
とは

個人賠償の
中身も

パワーアップ!

新しく
熱中症の補償
を追加!

熱中症の補償 個人賠償責任保険NEW!

個人賠償責任保険
も大好評


